
 

 

 

セルフ授業にチャレンジ！ 

みなさんが小学生の時は、どのような授業スタイルでしたか？ 

今、学校現場では盛んに「授業改善」という言葉が叫ばれています。それは、学習指導要

領が、各教科の内容・目標・評価についてのみならず、指導法にまで言及していることが大き

く関係しています。そこでは「主体的・対話的で深い学び」が求められています。 

 

そのため、教師側からの一方通行型授業や一問一答型授業に多く見られる、「教師の教

え込み」を減らしていく必要があります。私が赴任する前から本校においてもその模索がなさ

れています。手立ての一つに「セルフ授業」があります。高知県の複式学級を有する学校に

職員が出張して授業を視察し、その有効性を本校でも定期的に確かめていました。 

先日、本校複式学級でもこのセルフ授業で授業を行いました。担任はほとんど口出し・手

出しをしません。それでも子どもたちは自分たちでどんどん進めていました。 

「先生、分かりません、教えてください。」と言われても我慢したことで、子どもたちは集団の力

を最大限に発揮しながら学ぶことができたのです。どの子も授業の主人公として生き生きと

輝いていました。自分たちで進める不安が、最後には自分たちで解決した喜びに変わってい

ました。 

教師が教え込む授業から、子どもたちを主体的な学習者として育てていく授業への転換

は、教え込むスタイルが身についてしまっている教師にとって簡単ではありません。セルフ授

業はあくまでも通過点です。任せることで子どもが変わる、伸びることを知ったうえで、教師も

主人公としてどのように関わっていけばさらに子どもたちを伸ばすことができるのか、今後と

も研究を重ねていきます。 

また、１，２年生も参観に行きました。「自分たちで進めていてすごい！」という憧れを感じて

くれたようです。学習の仕方も良き伝統として引き継いでほしいと思います。  
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 ６年生…タブレットでデジタル教科書の説明動画を有効活用して進めていました。

自分の間違いに自分で気づきながら学習を進めていました。 

 ５年生…同じくタブレットを使いながら、最後は自分で発展学習まで考えて進めてい

ました。綺麗にすらすらとノートをまとめていく様子は圧巻でした。 

 ４年生…時には一人、時には二人で相談しながら、自分たちの考えを黒板に書いた

り説明したりしながら学習を進めていました。 

 ３年生…一番人数が多いのですが、ガイド役（進行）の子を中心に、自分たちで進

めます。終盤、「４００です。」に対して「同じです。」という声が揃う中、「違うと思いま

す。」と言った、勇気ある発言を基に、もう一度自分たちで考えなおし、学びを深める

ことができました。 

 






